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世 紀 初 頭 に か け て、Maxwell や
Hertz による「電磁気学」、Einstein












































はなぜ秒速約 30 万 km という一定









































































































































の 86,400 分の 1」として決められた








1956 年から 1967 年まで用いられ
た。これは、公転周期は自転周期
よりも安定なためである。ちなみ


































挿入される。2009 年 1 月 1 日に「う
るう秒」調整が行われ、午前 8 時
59 分 59 秒と午前 9 時 00 分 00 秒
の間に「8 時 59 分 60 秒」が挿入さ














































は、1983 年の第 17 回国際度量衡
総会においてである。「1 メートル





















































































ンドヤード法では 1 尺＝ 0.303 メー
トル、1 フィート＝ 0.3048 メート







































































































































　図表 1 の（a）と（b）の 2 つの座標






































































































































































指 摘 し た の は Maxwell で あ り、
1887 年に書かれた電磁気学の有名




種類のベクトル積 dx×dy と dy×
dx は符号が異なり、掛け算の順序




















































































































































































































あ り、 真 空 中 や 空 気 中 で は、
1Oe＝1G となる。しかし、静電単
位と電磁単位とを同時に使うと、




















































即ち、E は P（+）かつ T（+）、D は
P（─）かつ T（+）、H は P（+）かつ T
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30
図表 5　電磁気学の教科書における E─B，E─H対応の立場







































　E ─B 対応かE ─H 対応かの混乱は、
最近の教科書の著者や電磁気学担当
の教員の間では認識されており、そ

































































































































































































































































































































































































































18 世紀から 19 世紀の欧州では懸
賞問題が数学や物理学の基礎科学
の発展に少なからず寄与したのは
事実である。現在でも、数学の未
解決問題に関しては懸賞問題が出
されることがある。いずれにして
も、一見突飛ではあるかもしれな
いが妥当な疑問を発掘して基本的
な問題を追求していこうという粘
り強い意志をもった研究人材が必
要であり、そのような研究環境を
日本にも整えることは重要である。
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